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＊図は文末に掲載しています 

今回紹介する研究 
Kirill Borusyak, Peter Hull, Xavier Jaravel: “Quasi-experimental shift-share research 

designs,” Review of Economic Studies, Vol.89, Issue 1, January 2022, pp.181-213. 

マクロ・ショック分析は開発ミクロ経済学の王道

干ばつになると一般に農村の所得は減少する。しかし、細かく見ていくと、影響の度合い
は村によって違う。工場のある村では所得に対する影響がより小さい。さらに細かく見ると、
同じ村でも農家によって所得への影響が違う。灌漑農地を持つ農家は天水農地に依存する
農家よりも、干ばつの影響が軽微だ。 

開発経済学では、干ばつがもたらす家計レベルの影響を、共通のショック（降雨量の減少
率など）と各家計の曝露度（天水農地の比率など）を掛け合わせた変数の影響として捉え、
所得減少が子どもの就学に与える効果などを推計してきた。ショックが大きいほど、またシ
ョックへの曝露度が高いほど、所得を通じて就学などへの影響が強くなることを許容した
推計である 1。天候、価格、政策など、途上国の家計や企業に影響を与えるマクロ・ショッ
クは多い。開発ミクロ経済学と銘打っていても、広範囲に及ぶマクロ・ショックの影響を推
計する研究は多い。すべての主体を含む因果関係（平均治療効果）を推計できるのは、実験
を除けば自然実験と呼ばれるマクロ・ショックしかない、と主張する研究者もいる
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（Rosenzweig and Wolpin 2000）。 
 

バーティク操作変数の光と影 
 
ショックとシェア（ショックへの曝露度）の積を使うこの手法は、経済地理分野でティモ

シー・バーティク（Timothy J. Bartik）が 1991 年に初めて使ったとされる。バーティクは
都市における非農業雇用の拡大が賃金に与える影響を推計するとき、労働需要の拡大によ
って雇用が増える場合のみを取り上げる工夫をした。というのも、労働需要の拡大によって
雇用が増えるときは賃金が上がり、労働供給の拡大によって雇用が増えるときは賃金が減
るので、労働需要と労働供給が同時に動いて雇用が拡大すると、賃金に与える効果は定まら
ないからである。 

労働需要によって雇用が増える場合は、非農業財・サービスへの需要が増えて生産が拡大
しているケースを取り上げればよい。バーティクは各都市の非農業需要は政策や価格など
国単位のマクロ・ショックに影響されると仮定し、国全体の非農業生産の成長というショッ
クと各都市の雇用における非農業シェアとの積を使っている。それ以降、シェアとショック
の積はバーティク操作変数（Bartik instruments）と呼ばれている。 

バーティク操作変数はすぐに計算できるので便利だが、使う立場の分析者は常に不安と
隣り合わせにあった。というのも、シェアが因果関係を見誤らせる欠落変数（omitted 
variables）を取り込んでいる可能性を捨てきれないからだ。計量経済学の言葉で表現すると、
バーティク操作変数はシェアを通じて妥当性（validity)が疑われる。 

干ばつの例を考えよう。天水農地の比率が高いほど干ばつで子どもの就学率が下がる傾
向にあったとしても、天水農地を耕作する比率が高い家計とは、もともと能力が低くて教育
投資の収益率が低い家計かもしれない。すると、干ばつを契機に低下した就学率は、天水農
地の比率とは関係なく、教育投資への魅力の弱さによってそもそも低下する傾向にあった
かもしれない（図 1）。非農業需要⇒雇用によって賃金が増えたと推計された都市は、そも
そも都市の魅力が強いために優秀な人材を引き寄せ、優秀な人材を求めて非農業部門が雇
用シェアを高め、優秀な人材だからこそ賃金が伸びたのかもしれない。仮にこれが事実とす
れば、シェアは人材の優秀さという労働供給要因を捉えていることになる。そして、都市の
魅力が強いほど、非農業雇用の拡大幅と賃金増加幅も大きい。つまり、都市の魅力⇒質の高
い労働⇒非農業雇用シェア⇒賃金、という因果関係がある。ここで雇用や賃金の伸びは、全
国非農業生産成長というマクロ・ショックがなくても起こっていることに留意したい。この
とき、非農業需要を捉えるという想定のバーティク操作変数（＝シェア×全国非農業成長）
は、計算式にシェアを含むため、シェアの値が高い都市ほど「需要」の伸びを高く算出する。
ここで、シェアが大きく「需要」の伸びが高い都市は、供給側要因によって優秀な人材が多
く賃金もより上昇している都市でもある。すると、「需要」の伸びが高い都市ほど賃金上昇
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が大きいことになり、需要⇒雇用⇒賃金という実際には存在しない因果関係を示すように
見える（図 2）。つまり、需要の計算式に使うシェアが供給側要因を反映している場合には、
供給と需要を混同し、需要起因の因果関係として推計してしまう 2。 

これらの例では、シェアは観察できない能力や魅力（欠落変数）を反映しており、一方で
欠落変数は結果の差も生んでいる。であれば、結果とバーティク操作変数（シェア×ショッ
ク）は欠落変数に応じて変化しているだけであり、シェア×ショックが結果に影響しない場
合でも、あたかもシェア×ショック⇒結果という因果関係のように推計されてしまうかも
しれない。 

 
ショックがランダムで期間が長ければ OK 

 
上記 2 例は開発経済学と経済地理のクラシックな実証方法だが、シェア×ショックとい

う変数を用いて因果関係を推計できるのか、これまで計量経済学的（＝統計学的）な裏付け
はなかった。むしろ、推計した結果は、シェア起因の因果関係と混同している可能性が懸念
されていた。 

ボルシャク・ハル・ジャラヴェルは、バーティク操作変数から結果への因果関係が正しく
得られる条件を解明した。ここまでショックが一種類のケースを考えてきたが、著者たちは
一般的なケースとして、さまざまなショックとその曝露度の加重平均で影響を考えている。
例えば、中国製品の輸入がもたらす影響を考える場合、さまざまな産業について中国製品の
輸入がどれだけ増加したかというショックを、それぞれの地域の産業シェアで加重平均し
たものが、各地域のシェア×ショックとなる 3。  

著者たちによると、ショックがランダムで、ショックの種類が多く、ショックが多くの主
体（地域）に影響していれば、シェアと結果は欠落変数に影響されてもよい。さらに、複数
期間収集されるパネル・データでは、ショックが 1 つ（ショックの種類が僅か）でも期間数
が長ければ、もしくは、期間数が短くても主体（地域）数とショックの種類が多ければ、因
果関係を正しく得られる。とくに、パネル・データに関する結果は胸を撫で下ろす朗報であ
る 4。このため、ショックがランダムと考えられるのかに注意し、ショックの種類が少なく
てもパネル化して期間数を増やすことを目指せば、もしくは、期間数が短くても主体数とシ
ョックの種類を多く見出せば、分析者は信頼性のある因果関係を推計できる。バーティクの
優れたインスピレーションは、ここに計量経済学としても完成形になったといえる。 

ただし、限界もある。著者らの推計方法はショック種類数と期間を観察単位にする。この
ために、精度の高い推計には、少なくともショックの種類か期間のいずれかが多く観察され
なければならない。たとえば、主体数が 1000、ショックが 1 種類、期間が 2 期だと、推計
に使うデータの標本サイズはショック種類数×期間＝2 でしかなく、意味のある推計はでき
ない。下記のナンとキアンの研究も、著者らの方法を使うと実質的な標本サイズは 35（期
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間)でしかない。このため、著者らの方法は、バーティク操作変数による推計値が妥当か確
認することから使われ始めるかもしれない。 

 
さまざまな応用例 

 
バーティク操作変数は人気があり、応用例が多い。米国の食料援助が受け入れ国で争乱を

引き起こすことを示したナンとキアンの研究も、バーティク操作変数を使っている。米国の
食料生産がショックで、食料援助受け入れ率がシェアである（Nunn and Qian 2014）。鉱物
資源価格の急騰が採掘場のある国の騒乱を増やすことを示したバーマンらの研究もバーテ
ィク操作変数を使う。鉱物価格がショックで、面積当たり鉱物採掘場の存在率がシェアであ
る（Berman et al. 2017）。目新しく映る例として、賃金のジェンダー格差が女性へのドメス
ティク・バイオレンスに与える影響も、アイザがバーティク操作変数を使って推計している。
ショックは女性従業員比率が高い（女性の賃金を高めやすい）産業の国全体での成長、各地
のシェアはこうした産業の被雇用者が全被雇用者数に占める割合である（Aizer 2010）。シ
ョックがランダムで各主体のショック曝露度が異なる現象は途上国にもたくさんある。開
発経済学でもバーティク操作変数を使った研究が増えることが予想される。■ 

 
※この記事の内容および意見は執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式意

見を示すものではありません。 
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著者プロフィール 
伊藤成朗（いとうせいろう） アジア経済研究所 開発研究センター、ミクロ経済分析グル
ープ長。博士（経済学）。専門は開発経済学、応用ミクロ経済学、応用時系列分析。最近の
著作に”The effect of sex work regulation on health and well-being of sex workers: Evidence 
from Senegal.” （Aurélia Lépine, Carole Treibich と共著、Health Economics, 2018, 27(11): 
1627-1652）、主な著作に「南アフリカにおける最低賃金規制と農業生産」（『アジア経済』 
2021 年 6 月号）など。 

 
 

注 
1 正確には、所得という内生変数に対処するためにシェアとショックの積を操作変数とし

て使っている。また、本コラムでも頻出する二重差分（DID）推計値は、ショック曝露に「あ
り、なし」という二項変数を使ったバーティク操作変数推計と見なすこともできる。ショッ
クの有無という粗い情報よりも、ショックの程度というきめ細かな情報を使うため、バーテ
ィク操作変数推計値は影響の多様さを示すことができる。 

2 計量経済学の言葉で表現すると、バーティク操作変数と誤差項が供給要因という共通の
変数を持つ（＝妥当性 validity を満たさない）ために、推計値は過大推計される。 

3 Autor, Dorn, and Hanson（2013）は、全米各地における中国からの輸入の影響をバー
ティク操作変数で推計している。 

4 ショックの種類が多いケースは部門別関税引き上げなど、限定された応用例以外、開発
経済学では見つかりそうにない。よって、期間数の長さで因果関係を見出せるという結果は
特に朗報である。なお、Goldsmith-Pinkham, Sorkin, and Swift（2020）は、ショックではな
くシェアがランダムな場合において、バーティク操作変数で因果関係を得られることを示
している。 
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図 1 所得と就学率の因果関係 

（上段は見せかけの関係、下段は真の関係、楕円は欠落変数） 

 

（出所）筆者作成 
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図 2 需要と賃金の因果関係 

（上段は見せかけの関係、下段は真の関係、楕円は欠落変数） 

 
（出所）筆者作成 
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